
最
も
尽
力
し
た
一
人
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
森
田
亀
之
助
は
次
の
よ
う
に

記
し
て
い
る
。

明
治
＿
―
-
十
五
年
、
中
央
新
聞
の
美
術
記
者
を
し
て
ゐ
た
小
原
大
衛
は
、
聾

報
社
と
岩
村
透
男
に
相
談
し
、
先
の
「
美
術
評
論
」
〔
画
報
社
よ
り
明
治
―
―
―

十
年
十
一
月
第
一
号
か
ら
同
三
十
三
年
三
月
第
二
十
五
号
ま
で
発
行
。
大
村

西
崖
が
久
米
桂
一
郎

・
森
鵡
外

・
岩
村
透
ら
の
協
力
を
得
て
編
集
し
た
が
、

第
二
十
一
号
以
降
は
吉
岡
芳
陵
が
編
集
。
l
|
＇
編
者
註
〕
の
後
身
と
し
て

、

廉
債
な
美
術
新
誌
稜
兌
を
計
壷
、
そ
れ
が
「
美
術
新
報
」
と
な
っ
て
賀
現
し

た
。
四
十
三
年
に
至
り
、
坂
井
犀
水
が
小
原
に
代
つ
て
編
輯
を
引
き
受
け
、

岩
村
男
を
顧
問
と
し
て
、
内
容
外
観
共
に
面
目
を
一
新
し
た
。
そ
れ
迄
も
、

廉
債
の
為
か
詔
者
は
逐
次
増
加
し
つ

4
あ
っ
た
が
、
面
目
一
新
後
は
営
時
美

術
界
興
隆
の
氣
運
も
手
偉
つ
て
、
定
債
は
高
く
な
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
誌
運

頓
に
隆
盛
と
な
り
、

一
般
向
美
術
雑
誌
と
し
て
は
唯
一
の
も
の
と
な
っ
た
。

明
治
四
十
三
年
、
坂
井
犀
水
が
編
輯
者
と
な
っ
た
と
き
か
ら
私
も
岩
村
男

の
命
で
、
東
京
美
術
學
校
勤
務
の
傍
ら
で
は
あ
る
が
、

「
美
術
新
報
」
と
密

接
な
関
係
を
持
つ
こ
と
4

な
っ
た
。
美
術
評
論
界
と
全
面
的
に
接
燭
す
る
や

う
に
な
っ
た
の
は
そ
れ
以
来
で
あ
る
。

岩
村
男
は
多
分
に
政
治
的
な
叉
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
チ
ッ
ク
な
素
質
を
持
つ

、

文
字
通
り
謂
ゆ
る
評
論
家
で
あ
る
。
而
し
て
そ
の
特
色
を
最
も
よ
く
狽
揮
し

た
の
は
「
美
術
新
報
」
と
、
其
の
後
に
出
た
「
美
術
週
報
」
〔
大
正
二
年
十

月
十
二
日
創
刊
〕
に
於
て
ゞ
あ
る
。
自
か
ら
署
名
し
て
書
か
れ
た
論
稿
も
澤

山
あ
る
が
、
其
他
そ
れ
人
＼
の
「
時
言
」
欄
な
ど
も
執
筆
者
は
他
人
で
あ
っ

て
も
意
見
は
大
整
同
男
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。

坂
井
犀
水
は
内
村
鑑
一
二
等
と
志
を
同
く
し
、
社
會
事
業
に
従
事
し
て
居
つ

た
が
、
美
術
趣
味
深
く
、

「
美
術
新
報
」
以
前
既
に
、

「
美
術
霊
報
」
の
編

輯
者
で
あ
り
、
「
甕
聖
ラ
フ
ア
ニ
ル
」
の
著
者
で
あ
っ
た
。
「
美
術
新
報
」

編
輯
主
任
と
し
て
の
彼
れ
の
活
躍
は
宜
に
目
醒
し
く
、
或
る
場
合
に
は
悲
壮

で
さ
へ
あ
っ
た
。
美
術
評
論
界
全
般
か
ら
考
へ
て
も
、
優
れ
た
功
努
者
で
あ

り
、
私
に
と
り
て
は
恩
人
で
あ
る
。

〔洗
〕

其
他
、
営
時
の
同
人
と
し
て
は
清
見
陸
郎
、
梢
違
れ
て
浦
仙
田
邊
孝
次

〔
田
辺
は
岩
村
透
の
す
す
め
で
同
誌
編
輯
助
手
に
な
っ
た
と
自
著
『
美
術
随

筆

・
巴
里
か
ら
葛
飾
へ
』
の
中
で
書
い
て
い
る
。
ー
ー
＇
編

者
註
〕
が
加
は
つ

た
。
消
見
は
語
學
力
、
文
學
的
才
能
、
藝
術
的
感
登
に
於
て
既
に
優
秀
で
あ

っ
た
の
だ
が
、
営
時
彼
れ
の
若
さ
と
猾
介
潔
癖
の
性
質
は
、
岩
村
男
の
例
の

持
病
ー
—
罪
は
な
い
が
皮
肉
な
喜
舌
に
不
快
を
感
じ

、

長
く
、
美
術
評
論
界

に
遠
ざ
か
っ
た
の
は
遣
憾
で
あ
っ
た
。
然
し
結
局
、
岩
村
男
の
最
も
よ
き
評

僻
者
を
見
出
し
た
こ
と
は
〔
清
見
は
昭
和
十
二
年
に
聖
文
閣
よ
り
『
岩
村
透

と
近
代
美
術
』
を
出
版
。
ー
|
'
編
者
註
〕
奇
し
き
因
縁
で
は
あ
る
。

（
「
明
治
末
よ
り
大
正
初
期
の
美
術
評
論
家
」
森
田
亀
之
助
。
『
日
本
美
術
』
第
二
巻
第

四
号
明
治
美
術
研
究
号
。
昭
和
十
八
年
四
月
）

な
お
附
記
す
れ
ば
、
森
田
亀
之
助
は
こ
れ
に
次
い
で
執
筆
者
の
変
遷
と
同
誌

に
お
け
る
ョ
ー
ロ
ッ

パ
の
新
美
術
運
動
の
反
映
に
つ
い
て
述
ぺ
て
い
る
。

⑧

美
術
局
設
置
運
動
の
復
活

（帝
国
教
育
会
の
美
術
局
設
置
建
言）

一
般
に
正
木
直
彦
は
天
才
型
の
岡
倉
覚
三
と
対
比
し
て
「
有
能
な
官
僚
」
で

あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
三
十
一
年
間
に
も
亙
っ
て
東
京
美
術
学
校
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を
統
率
し
得
た
こ
と
に
よ
る
。
し
か
し
、
そ
の
足
跡
を
丹
念
に
辿
っ
て
み
る

と
、
決
し
て
こ
の
よ
う
な
呼
称
で
は
覆
い
き
れ
な
い
面
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
特
に
本
校
校
長
就
任
当
初
の
活
動
に
は
岡
倉
に
劣
ら
ぬ
大
き
な
理
想
と
情

熱
が
感
じ
ら
れ
る
。
津
田
信
夫
が
「
正
木
校
長
の
新
任
嘗
時
は
、
計
甕
を
澤
山

持
つ
て
居
ら
れ
て
、
校
長
自
身
の
感
想
を
豊
富
に
時
折
狽
表
さ
れ
て
居
た
様
に

思
ふ
。
」
（
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
二
十
巻
第

一号。

大
正
十
年
五
月
）
と
言

っ
て
い
る
よ
う
に
、
周
囲
に
も
情
熱
あ
る
印
象
を
与
え
た
ら
し
い
。
正
木
の
こ

う
し
た
一
面
は
美
術
局
設
置
運
動
に
示
さ
れ
て
い
る
。

正
木
が
明
治
三
十
一
年
の
夏
秋
ご
ろ
、
文
部
省
で
高
田
早
苗
と
と
も
に
美
術

局
設
置
計
画
を
立
て
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
そ
の
発
端
に
つ
い
て
は
、
正

木
は
「
ど
う
せ
内
閣
と
い
ふ
も
の
は
永
く
緻
く
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
だ
け

に
、
何
ぞ
後
々
に
迄
残
る
や
う
な
事
を
し
て
置
か
う
。」

（『
回
顧
七
十
年
』）
と
考

え
た
た
め
で
あ
る
と
し
か
述
べ
て
い
な
い
が
、
実
際
は
美
術
界
や
世
論
の
動
向

に
剌
激
を
受
け
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
正
木
ら
が
設
置
計
画

に
着
手
す
る
一
年
前
の
明
治
三
十
年
八
月
に
帝
室
技
芸
員
（
総
代
潟
川
惣
助
、
川

端
玉
章
、
高
村
光
雲
）
か
ら
大
蔵
大
臣
松
方
正
義
、
外
務
大
臣
大
隈
重
信
、
日
本

美
術
協
会
会
長
佐
野
常
民
、
帝
国
博
物
館
総
長
九
鬼
隆
一
そ
の
他
の
要
人
に
対

し
て
美
術
の
保
護
と
奨
励
に
関
す
る
建
議
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
要
求
項
目
は
、

一
、
国
家
一
定
の
主
義
方
針
に
よ
っ
て
美
術
全
般
を
統
轄
す
る
所
の
独
立
官

街
を
設
置
す
る
こ
と
。

二
、
美
術
調
査
委
員
を
置
く
こ
と
。

三
、
専
門
の
技
芸
家

・
学
識
家
を
選
ん
で
美
術
評
議
員
と
す
る
こ
と
。

四
、
美
術
上
功
労
顕
著
な
者
を
表
賞
す
る
こ
と
。

五
、
優
秀
作
の
買
上
げ
、
保
存
を
行
う
こ
と
。

六
、
美
術
大
学
を
設
立
す
る
こ
と
。

七
、
内
外
美
術
資
料
展
示
の
た
め
に
美
術
館
を
設
置
す
る
か
帝
国
博
物
館
を

拡
張
す
る
こ
と
。

八
、
美
術
家
に
宝
物
拝
観
、
模
写
の
特
典
を
与
え
る
こ
と
。

九
、
美
術
団
体
に
補
助
金
を
支
給
す
る
こ
と
。

で
あ
り
、
美
術
局
と
い
う
名
称
は
用
い
な
い
ま
で
も
美
術
行
政
を
統
轄
す
る
機

関
の
設
置
が
第
一
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
建
議
は
岡
倉
覚
三
ら
の
美
術
局

設
置
運
動
（
本
書
第
一
巻
参
照
。）
と
何
ら
か
の
繋
が
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
定

か
で
な
い
。
建
議
が
な
さ
れ
た
後
に
起
こ
っ
た
の
が
明
治
三
十
一
年
春
の
東
京

美
術
学
校
騒
動
で
あ
り
、
美
術
界
は
大
き
く
動
揺
し
た
が
、
そ
の
さ
な
か
に
美

術
局
設
置
の
必
要
を
唱
え
る
声
が
高
ま
っ
た
。
そ
れ
は
例
え
ば
次
の
よ
う
な
論

説
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

0
美
術
局
設
置
の
必
要

我
國
は
東
洋
の
美
術
國
と
稲
す
る
に
拘
は
ら
ず
美
術
の
監
督
、
美
術
の
教
育

に
重
き
を
置
か
ざ
る
ハ
質
に
一
大
鋏
黙
と
云
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
一
の
美
術

學
校
あ
り
と
雖
も
余
の
所
見
を
以
て
す
れ
バ
上
品
な
る
器
物
を
製
造
す
る
場

所
と
稲
す
べ
く
未
だ
之
を
以
て
美
術
の
深
奥
を
極
め
其
稜
逹
を
圏
る
も
の
と

し
か
の
み
な
ら
ず

云
ふ

こ
と
を
得
ざ
る
な
り
。
加
之
其
監
督
の
場
所
あ
ら
ざ
る
を
以
て
自
然
校

長
一
人
に
放
任
し
従
っ
て
校
長
も
亦
我
思
ふ
所
を
施
す
よ
り
結
局
名
ハ
公
立

な
れ
ど
も
質
ハ
私
立
に
異
な
る
所
な
き
に
至
る
乃
ち
今
日
の
美
術
學
校
事

件
は
必
党
其
結
果
に
外
な
ら
ざ
る
な
り
若
夫
れ
上
に
監
督
者
あ
り
て
美
術

學
校
の
方
針
を
確
定
し
如
何
に
校
長
に
交
迭
あ
る
も
學
校
の
方
針
愛
更
せ
ざ

る
以
上
ハ
決
し
て
今
回
の
如
き
事
あ
ら
ざ
る
な
り
宮
内
省
に
於
て
美
術
に
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隅
し
て
盛
力
せ
ら
る
A

所
な
き
に
あ
ら
ず
と
雖
ど
も
要
す
る
に
美
術
の
保
存

と
奨
動
と
に
過
ぎ
ず
亦
宮
内
省
ハ
決
し
て
美
術
の
方
針
教
育
の
方
法
等
に

闘
し
施
設
す
る
所
に
あ
ら
ざ
る
な
り
佛
國
の
如
き
ハ
教
育
美
術
省
な
る
も

の
あ
り
て
美
術
の
監
督
教
育
等
専
ら
其
管
掌
に
係
れ
り
獨
逸
の
如
き
も
別

に
美
術
省
な
る
も
の
あ
ら
ざ
れ
ど
も
文
部
省
に
美
術
局
の
設
あ
り
て
専
ら
全

國
の
美
術
及
び
其
赦
育
に
関
す
る
一
切
の
事
を
管
掌
し
居
れ
り
我
醗
の
如

き
将
来
美
術
の
猿
逹
を
計
り
美
術
國
の
質
を
得
ん
と
欲
せ
バ
中
央
に
監
督
局

を
置
き
美
術
の
保
存
監
督
及
び
教
育
に
開
す
る
事
務
を
掌
ら
し
め
ざ
る
べ
か

ら
ず
且
夫
れ
今
後
西
洋
美
術
、
日
本
美
術
、
折
衷
美
術
等
如
何
な
る
方
針

を
取
り
て
進
行
せ
し
む
べ
き
か
未
だ
一
定
す
る
所
あ
ら
ず
此
等
ハ
宜
し
く

其
局
に
於
て
充
分
伍
究
す
る
所
な
か
る
べ
か
ら
ず
と
ハ
有
力
な
る
数
育
家
の

語
る
所
な
り

（
明
治
三
十
一
年
四
月
十
八
日
『
東
京
朝
日
新
聞
』
。
『
東
京
日
日
新
聞
』
に
も
同
様

の
論
説
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。）

正
木
は
こ
の
よ
う
な
動
向
を
考
慮
に
入
れ
て
美
術
局
設
置
計
画
に
着
手
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
三
十
一
年
十
一

月
に
文
部
省
に
美
術
課
が
置
か

れ
、
正
木
が
課
長
と
な
り
、
設
置
計
画
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
一
方
、

美
術
界
で
も
美
術
奨
励
機
関
の
設
置
を
求
め
る
動
き
が
一
層
強
ま
り
、
明
治
三

十
二
年
の
第
十
四
議
会
(
+
一
月
開
会
）
で
衆
議
院
議
員
根
本
正
ら
が
美
術
奨
励

に
関
す
る
建
議
案
を
提
出
、
翌
三
十
三
年
二
月
十
四
日
に
満
場
一
致
で
こ
れ
が

可
決
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

こ
の
建
議
案
の
骨
子
は
、

一
、
美
術
調
査
所
を
設
け
東
西
各
其
道
に
学
識
経
験
あ
る
者
を
招
集
し
美
術

新
聞
』
）

に
関
す
る
一
切
の
事
を
随
時
調
査
せ
し
め
又
美
術
に
関
す
る
諸
事
の
顧
問

と
な
す
事

一
、
国
立
美
術
館
を
設
け
内
外
古
今
の
美
術
を
蒐
集
陳
列
す
べ
き
こ
と

一
、
知
名
の
技
術
家
を
選
抜
し
海
外
に
派
遣
し
て
研
究
せ
し
む
る
事

（
『
校
友
会
雑
誌
』
第
三
号
。
明
治
三
十
三
年
八
月
）

と
い
う
も
の
で
、
さ
き
の
帝
室
技
芸
員
の
建
議
案
と
は
要
求
項
目
に
相
異
が
あ

る
が
、
主
旨
を
汲
ん
で
作
成
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
因
み
に
こ
の
建
議
案
は
、

『
日
本
近
代
美
術
発
達
史

・
明
治
篇
』
（
浦
崎
永
錫
著
。
昭
和
四
十
九
年
。
東
京
美

術
）
に
よ
れ
ば
、

帝
室
技
芸
員
の
建
議
案
を
敷
桁
し
た
も
の
で
あ
る
だ
け
で
な

く
、
「
明
治
三
十
三
年
（
西
紀
一
九

0
0年
）
仏
国
巴
里
万
国
博
覧
会
へ
の
参
同

〔
積
〕

を
前
に
し
て
、
愈
々
こ
の
運
動
を
責
極
化
す
る
た
め
美
術
家
達
は
、
根
本
正

・

安
藤
亀
太
郎

・
蔵
原
惟
邦
代
議
士
に
帝
国
議
会
に
建
議
案
の
提
出
尽
力
を
依
頼

し
た
。
」
の
で
あ
る
と
い
う
。
な
お
、
こ
こ
に
言
う
美
術
家
た
ち
の
牛
耳
を
と

っ
た
の
は
明
治
美
術
会
で
あ
っ
た
。
そ
の
証
査
を
二
、
三
掲
げ
て
お
こ
う
。

0
第
十
四
議
會
衆
議
院
へ
美
術
奨
励
建
議
案
と
い
ふ
も
の
が
出
て
、
殆
ど
満

場
一
致
で
可
決
し
た
と
い
ふ
の
で
、
明
治
美
術
會
の
連
中
は
従
来
陰
に
こ
れ

が
提
出
に
な
る
や
う
に
盪
力
も
し
た
事
で
あ
っ
た
故
、
早
速
提
出
者
た
る
ニ

三
の
議
員
を
招
請
し
て
、
建
議
案
通
過
の
祝
賀
會
を
開
き
、
ま
た
多
少
政
府

の
営
路
に
も
其
宜
行
を
請
ふ
た
さ
う
で
あ
っ
た
が
、
何
分
に
も
今
年
は
七
十

何
件
と
い
ふ
建
議
案
で
美
術
奨
勘
ま
で
は
と
て
も
手
が
廻
ら
な
い
と
い
ふ
有

様
ら
し
い
。

（
「
美
術
雑
観
回
」
無
名
子
G

大
村
西
崖
)
°
明
治
三
十
三
年
六
月
十
三
日
『
東
京
日
々
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0
美
術
奨
励
と
各
園
体
過
日
の
衆
議
院
に
て
美
術
奨
励
建
議
案
の
可
決
せ

ら
れ
し
よ
り
美
術
界
に
非
常
の
活
氣
を
呈
し
前
途
多
笙
な
り
と
て
美
術
家
連

中
執
れ
も
喜
び
居
る
が
右
に
就
き
明
治
美
術
會
に
て
は
兼
て
期
し
た
る
こ
と

4

て
評
議
員
會
の
結
果
主
も
な
る
役
員
文
部
省
に
出
頭
し
一
日
も
速
か
に
宜

行
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
交
渉
せ
し
め
た
る
が
又
た
近
日
美
術
各
幽
体
の
大
集
會

を
催
し
右
建
議
案
の
提
出
者
を
も
招
き
質
行
方
法
等
に
付
熟
議
す
る
筈
に
て

有
志
者
は
目
下
其
準
備
に
奔
走
の
由

（
同
年
二
月
十
九
日
『
富
士
新
聞
』
）

明
治
美
術
會
で
は
官
設
展
覧
會
や
、
今
の
帝
國
美
術
院
の
や
う
な
も
の
4

設
立
を
議
會
に
建
議
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
衆
議
院
議
員
の
櫻
井

勉
、
安
藤
編
太
郎
、
根
本
正
の
三
氏
が
提
出
者
と
な
っ
て
満
場
一
致
で
通
過

し
た
。
後
文
部
省
に
移
さ
れ
た
、
時
の
営
局
者
奥
田
義
人
が
次
官
を
し
て
ゐ

る
時
だ
っ
た
が
、
賀
行
を
う
な
が
し
に
私
共
は
し
ば
／
＼
行
っ
た
こ
と
も
あ

る
。
提
出
者
と
し
て
議
員
の
人
々
も
営
局
に
し
ば
／
＼
せ
ま
っ
た
も
の
で
あ

っ
た
が
つ
い
に
に
ぎ
り
つ
ぶ
し
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

（
「
日
本
洋
画
界
回
顧
」
⇔
松
岡
寿
゜

『
美
術
』
第
九
巻
第
九
号
。
昭
和
九
年
九
月
）

の
設

建
議
案
が
可
決
し
た
以
上
、

「
美
術
調
査
所
」
や
「
国
立
美
術
館
」

立
、
海
外
留
学
生
派
遣
等
の
実
施
に
向
け
て
準
備
を
開
始
す
べ
き
は
文
部
省
美

術
課
で
あ
り
正
木
直
彦
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
正
木
は
自
分
が
編
成
し
た
美
術

局
予
算
が
殆
ん
ど
削
ら
れ
、
わ
ず
か
に
残
っ
た
欧
米
美
術
施
設
調
査
費
を
も
っ

て
建
議
案
可
決
前
の
三
十
二
年
十
一
月
に
渡
欧
し
、
三
十
三
年
五
月
に
は
美
術

課
も
廃
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
政
府
の
こ
の
よ
う
な
消
極
的
姿
勢
に
対
し
て
美

術
家
た
ち
は
建
議
案
実
施
を
促
す
た
め
、
六
月
十
七
日
に
は
美
術
家
大
懇
親
会

を
開
催
し
た
。
こ
れ
は
東
京
彫
工
会
と
明
治
美
術
会
の
面
々
が
中
心
と
な
っ
て

諸
団
体
に
呼
び
か
け
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
本
校
嘱
託
に

し
て
美
術
批
評
家

と
し
て
活
躍
中
で
あ
っ
た
大
村
西
崖
（
東
京
彫
工
会
理
事
、
日
本
画
会
幹
事
）
の

奔
走
も
大
い
に
効
を
奏
し
た
。
当
日
の
模
様
は
二
日
後
の
『
読
売
新
聞
』
が
次

の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

0
美
術
家
大
懇
親
會
の
景
況

同
會
ハ
既
記
の
如
く
一
昨
午
後
二
時
よ
り
江
東
中
村
棲
に
開
く
、
束
會
者
無

慮
四
百
名
に
て
跨
頭
焚
起
人
穂
代
高
村
光
雲
氏
の
挨
拶
あ
り
績
い
て
藤
田
文

〔郭〕

蔵
、
辻
新
次
、
根
本
正
、
安
藤
組
太
郎
、
蔵
原
惟
廓
等
諸
氏
の
演
説
あ
り
、

最
後
に
小
山
正
太
郎
氏
よ
り
属
行
委
員
選
畢
の
登
議
あ
り
し
が
之
ハ
稜
起
人

ヘ
附
托
す
る
事
と
な
り
て
、
天
皇
皇
后
雨
陛
下
の
萬
歳
を
三
呼
し
楽
―＝
品
御
暁

の
間
に
式
を
了
り
て
懇
宴
に
移
る
、
散
會
し
た
る
ハ
タ
刻
な
り
△
猶
営
日
大

隈
伯
ハ
同
會
へ
出
席
し
て
「
美
術
と
道
徳
の
闊
係
」
と
題
す
る
演
説
あ
る
筈

な
り
し
が
時
節
柄
来
客
多
き
為
め
電
話
を
以
て
断
ら
れ
た
り
△
佐
野
伯
も
前

日
鈴
木
長
吉
氏
よ
り
出
席
を
請
は
れ
し
が
病
氣
の
為
め
夫
も
叶
は
ず
祝
文
を

寄
せ
て
賛
同
の
意
を
表
さ
る
△
橋
本
子
ハ
大
村
西
崖
氏
の
交
渉
を
受
け
し
も

同
日
同
時
に
差
合
の
用
事
あ
り
と
て
賛
同
の
意
を
表
せ
し
手
紙
を
寄
せ
て
出

席
な
し
△
同
會
ハ
準
備
日
敷
少
き
為
め
遠
國
の
園
員
ハ
出
席
な
く
東
京
園
体

中
に
て
も
美
術
院
白
馬
會
等
の
人
ハ
見
受
け
ず
△
稜
起
人
會
ハ
営
月
中
に
開

き
大
會
よ
り
附
記
さ
れ
た
る
委
員
を
選
定
し
嘗
局
に
向
つ
て
美
術
調
査
會
設

置
の
請
求
を
な
す
筈
な
る
が
委
員
の
敷
は
十
名
乃
至
十
五
名
な
る
べ
し
と
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い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
記
事
か
ら
も
わ
か
る
と
お
り
、
日
本
美
術
院
や
白
馬
会
の
よ
う
な
新
派

の
最
有
力
団
体
が
参
加
せ
ず
、
些
か
生
彩
を
欠
い
て
は
い
た
が
、
こ
の
よ
う
に

美
術
の
諸
団
体
が
合
同
し
て
運
動
を
起
こ
す
こ
と
は
わ
が
国
で
は
初
め
て
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

こ
の
懇
親
会
を
機
に
美
術
同
志
会
が
成
立
し
た
。
こ
れ
は
同
懇
親
会
の
委
員

た
ち
の
発
起
に
係
り
、
各
団
体
か
ら
一
名
ず
つ
計
三

0
名
の
委
員
を
挙
げ
、
さ

き
の
美
術
奨
励
法
案
の
実
行
方
法
に
関
す
る
調
査
を
始
め
た
。
「
美
術
奨
励
ノ

建
議
二
関
ス
ル
実
行
方
法
案
（
専
任
委
員
総
会
議
事
原
案
）
」
と
題
す
る
印
刷
物
が

現
存
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
第
一

、
美
術
館
を
設
置
す
る
件
、
第
二
、
美
術
調

査
会
を
設
置
す
る
件
、
第
三
、
美
術
家
を
海
外
に
派
遣
す
る
件
、
第
四
、
美
術

に
関
す
る
有
益
の
団
体
を
補
助
す
る
件
の
四
項
目
に
つ
い
て
中
井
喜
太
郎
、
大

村
西
崖
、
望
月
金
鳳
の
案
を
記
し
た
も
の
で
、
彼
ら
が
中
心
と
な
っ
て
調
査
に

あ
た
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

美
術
同
志
会
は
明
治
三
十
一
一
一
年
十
二
月
に
右
の
調
査
結
果
を
請
願
書
に
細

め
、
農
商
務
省
へ
は
星
野
錫
、
山
岡
米
華
、
斎
藤
政
蔵
が
、
文
部
省
へ
は
関
田

華
亭
、
金
田
兼
次
郎
、
藤
田
文
蔵
が
、
首
相
官
邸
へ
は
福
田
仁
輔
、
大
熊
氏

広
、
大
村
西
崖
が
、
と
い
う
よ
う
に
手
分
け
し
て
提
出
し
た
（
同
年
同
月
三
十
一

日

『
時
事
新
報
』
）
。
請
願
書
と
上
記
の
方
法
案
を
整
理
し
た
同
題
の
方
法
案
の

全
文
が
同
年
三
月
二
十
九
日
の
『
読
売
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
請

願
の
後
は
、
新
聞
に
明
治
三
十
四
年
二
月
九
日
、
江
東
伊
勢
平
楼
で
美
術
同
志

会
の
第
二
回
大
会
が
開
か
れ
、
二
百
余
名
が
出
席
し
、
大
村
西
崖
、
高
橋
玉
淵

ら
の
会
務
報
告
と
藤
田
文
蔵
、
蔵
原
惟
郭
、
桜
井
駿
、
中
井
喜
太
郎
、
久
保
田

鼎
ら
の
演
説
が
あ
っ
た
と
い
う
記
事
が
出
て
い
る
が
、
目
立
っ
た
活
動
は
し
て

を
動
か
そ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

正
木
直
彦
が
帰
国
し
た
の
は
美
術
同
志
会
第
二
回
大
会
の
翌
月
で
あ
っ
た
。

欧
米
の
美
術
行
政
を
視
察
し
て
大
い
に
啓
発
さ
れ
（
『
回
顧
七
十
年
』
）
、
さ
ら
に

帰
国
の
五
ヶ
月
後
に
東
京
美
術
学
校
長
と
い
う
重
要
な
地
位
に
つ
い
た
彼
は
、

懸
案
の
美
術
局
設
置
計
画
を
あ
ら
た
め
て
推
進
す
る
こ
と
に
し
た
。
美
術
同
志

会
に
よ
る
運
動
は
効
果
が
薄
い
と
見
て
か
、
彼
が
選
ん
だ
方
法
は
教
育
界
を
動

か
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
時
の
教
育
界
の
最
大
組
織
と
い
え
ば
帝
国
教
育
会
で

あ
り
、
そ
の
会
長
の
辻
新
次
は
正
木
の
友
人
で
あ
っ
た
。
同
会
は
明
治
十
六
年

発
足
の
大
日
本
教
育
会
を
母
胎
と
し
、
同
二
十
九
年
、
伊
沢
修
二
を
会
長
と
す

る
国
家
教
育
社
と
の
合
併
を
期
し
て
改
組
、
成
立
し
た
全
国
規
模
の
教
育
者
団

体
で
あ
り
（
『
日
本
近
代
教
育
史
辞
典
』
昭
和
四
十
六
年
。
平
凡
社
）
、

岡
倉
覚
三
な

ど
も
本
校
在
任
中
は
常
議
員
と
し
て
こ
れ
に
加
わ
り
、
同
会
で
「
支
那
の
美

術
」
（
明
治
二
十
七
年
大
日
本
教
育
会
・
東
邦
協
会
共
催
講
猿
会
）
お
よ
び
「
本
邦
現

今
の
美
術
」
（
同
二
十
八
年
大
日
本
教
育
会
主
催
講
演
会
）
を
講
演
し
て
い
る
。
後

任
校
長
の
高
嶺
秀
夫
は
も
と
よ
り
、
次
の
久
保
田
鼎
校
長
も
加
入
し
て
い
た
。

が
、
か
と
い
っ
て
こ
れ
ま
で
は
同
会
は
美
術
上
の
施
策
に
お
い
て
は
特
に
見
る

べ
き
も
の
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
正
木
校
長
の
と
ぎ
に
至
っ
て
美
術
部
の
設
置

や
美
術
局
設
置
の
建
言
の
よ
う
な
美
術
上
の
活
動
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
り
、
そ
こ
に
は
正
木
の
強
い
働
ぎ
か
け
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
か
つ

て
岡
倉
覚
三
は
河
瀕
秀
治
と
提
携
し
て
貿
易
協
会
か
ら
美
術
局
設
置
の
建
言
を

行
い
、
そ
れ
が
美
術
行
政
促
進
の
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
正
木

は
辻
新
次
と
提
携
し
て
帝
国
教
育
会
か
ら
美
術
局
設
置
建
言
を
提
出
し
、
政
府

さ
て
、
帝
国
教
育
会
に
美
術
部
（
美
術

・
音
楽
を
含
む
。）
が
設
置
さ
れ
た
の
は

明
治
三
十
五
年
二
月
で
あ
っ
て
、
同
会
の
機
関
誌
『
教
育
公
報
』
第
二
五
八
号
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高
村
光
雲
君

福
地
復
一
君

上
原
六
四
郎
君

大
塚
保
治
君

黒
田
清
輝
君

井
手
馬
太
郎
君

〇
＿帝
國
赦
育
會
美
術
部
の
新
設

（
美
術
家
懇
談
會
）

帝
図
赦
育
會
は
去
一
月
廿
九
日
午
後
五
時
よ
り
美
術
工
藝
昔
架
等
に
閥
係
あ

る
重
な
る
人
士
を
招
待
し
同
會
赦
育
倶
楽
部
に
於
て
美
術
工
藝
―音
楽
に
開
す

る
行
政
数
育
及
び
其
奨
勘
等
に
つ
き
種
々
懇
談
の
末
終
に
滴
場
一
致
を
以
て

帝
國
教
育
會
内
に
美
術
部
を
新
設
す
る
こ
と
を
決
議
せ
り
而
し
て
同
美
術

手
嶋
精
一
君

島
田
友
春
君

久
保
田
鼎
君

福
井
江
亭
君

松
岡
壽
君

解
せ
し
め
且
つ
図
民
の
風
尚
を
高
め
以
て
人
文
の
焚
逹
に
貢
獣
せ
ん
こ
と
を

期
し
他
方
に
於
て
は
美
術
に
開
す
る
行
政
及
び
其
奨
動
振
作
を
圏
る
の
機
闊

と
し
要
す
る
に
美
術
界
全
腔
の
事
業
の
た
め
美
術
工
藝
及
音
楽
家
の
中
央
機

隙
た
ら
ん
と
す
る
に
あ
る
が
如
し
営
日
の
参
會
者
は

正
木
直
彦
君
渡
邊
龍
聖
君

〔
太
〕

下
條
正
雄
君
高
橋
大
華
君

岡
倉
秋
水
君

藤
田
文
蔵
君

荒
木
箕
弓
君

其
外
―
二
の
諸
氏
に
し
て
営
日
差
支
へ
に
て
不
参
し
た
る
は

上
田
萬
年
君
平
山
成
信
君
藤
井
祐
敬
君
望
月
金
鳳
君

執
行
弘
道
君
伊
東
忠
太
君
高
山
甚
太
郎
君
中
井
喜
太
郎
君

等
な
り
帝
國
数
育
會
よ
り
は
辻
會
長
、
湯
本
武
比
古
、
町
田
則
文
の
二
理
事

消
水
、
大
橋
の
事
務
員
出
席
せ
り
席
定
ま
る
や
辻
會
長
は
簡
箪
に
此
の
會

合
を
開
き
た
る
の
理
由
を
述
べ
且
つ
来
會
者
一
同
の
意
見
を
求
め
湯
本
武
比

部
は
一
方
に
於
て
は
美
術
に
閥
す
る
教
育
及
び
國
民
一
般
に
美
術
の
趣
味
を

（
同
年
同
月
十
五
日
）
は
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
報
じ
た
。

は
悉
く
之
を
禁
止
し
て
西
洋
楽
を
奨
動
す
ぺ
し
と
の
雨
極
論
あ
り
て
と
も
か

古
氏
は
更
に
数
育
と
美
術
と
の
開
係
を
述
べ
て
會
長
の
意
を
補
足
せ
し
に
下

〔
マ
マ
〕

條
正
雄
氏
は
美
術
は
宗
教
及
び
赦
育
に
は
最
も
大
る
な
関
係
を
有
し
國
民
一

〔マ

マ
〕

般
の
趣
味
を
進
む
る
に
は
殊
に
数
育
の
力
に
た
須
さ
る
べ
か
ら
ず
若
し
図
民

一
般
の
趣
味
に
し
て
劣
等
な
ら
ん
か
如
何
な
る
傑
作
逸
品
を
出
す
と
雖
ど
も

却
て
下
劣
な
る
作
品
の
為
め
に
歴
せ
ら
れ
て
員
正
な
る
羨
術
の
狡
逹
は
期
す

べ
か
ら
ざ
ら
ん
さ
れ
ば
今
回
帝
闊
教
育
會
の
企
圏
せ
ら
る
4

こ
と
に
し
て

方
法
其
の
宜
き
を
得
ば
大
に
美
術
界
に
影
響
す
る
と
こ
ろ
あ
る
べ
し
と
て
賛

成
の
意
を
述
べ
福
地
復
一
氏
も
ま
た
賛
成
の
意
を
述
べ
て
我
國
は
美
術
全
般

の
事
業
と
し
て
は
何
等
の
計
蜜
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
く
文
部
省
は
僅
か
に
昔

楽
學
校
と
美
術
學
校
を
管
理
し
農
商
務
省
は
時
々
製
品
の
展
覧
に
斡
旋
し
宮

内
省
は
少
し
の
作
品
を
購
ひ
上
ぐ
る
の
外
美
術
行
政
に
闘
し
て
は
何
等
の
官

制
も
な
く
何
等
の
事
業
も
な
く
美
術
家
は
殆
ん
ど
其
事
業
の
焚
逹
を
圏
ら
ん

と
し
て
手
を
着
く
る
に
由
な
く
訴
ふ
る
に
虞
な
く
内
に
は
争
論
多
く
し
て
統

〔
き

〕

一
を
鋏
ぎ
た
る
今
日
公
平
な
る
辻
帝
國
教
育
會
長
の
如
き
人
が
主
と
な
り
て

こ
の
企
を
な
さ
る
4

に
就
て
は
其
成
功
は
疑
な
か
る
べ
し
吾
人
は
其
の
駿
尾

に
附
し
盛
す
虞
あ
ら
ん
と
欲
す
る
と
の
旨
を
述
べ
上
原
六
四
郎
氏
は
又
賛
成

の
意
を
表
し
昔
架
は
抽
象
の
美
に
濁
し
其
の
装
逹
は
有
形
美
術
の
如
く
な
る

能
は
す
殊
に
我
國
の
一音
楽
は
創
始
の
際
に
濁
し
一
方
に
日
本
の
一
音
楽
こ
そ
純

梓
の
一音
楽
な
れ
と
い
ふ
も
の
あ
れ
ば
日
本
に
は
箕
の
一音
楽
な
し
古
来
の
一音
楽

く
も
其
の
焚
逹
洵
に
幼
稚
な
り
然
る
に
―音
楽
は
数
育
及
び
一
國
の
風
俗
に
大

開
係
あ
れ
ば
＿帝
國
赦
育
會
は
殊
に
昔
架
の
稜
逹
の
た
め
に
盛
さ
れ
ん
こ
と
を

箆
む
と
の
意
を
述
べ
夫
よ
り
別
室
に
於
て
一
同
晩
餐
を
共
に
し
食
後
再
び
正

木
直
彦
氏
の
談
話
あ
り
叉
渡
邊
龍
聖
氏
は
こ
の
企
の
永
績
せ
ん
こ
と
を
希
望
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し
且
つ
美
術
に
は
審
美
上
の
美
術
と
エ
藝
上
の
美
術
あ
り
且
つ
各
人
の
趣
味

に
服
す
る
も
の
な
れ
ば
學
説
流
派
の
統
一
を
閾
ら
ん
と
す
る
と
き
は
不
成
功

に
終
ら
ん
趣
味
の
問
題
は
人
々
の
自
由
に
任
か
せ
自
然
陶
汰
に
一
任
せ
ざ
る

べ
か
ら
ず
と
述
べ
大
塚
保
治
氏
も
賛
成
の
意
見
を
述
べ
夫
よ
り
雑
談
歓
話
時

を
移
し
て
散
會
せ
し
は
午
後
八
時
を
過
ぎ
な
り
き
〔
下
略
〕

黒
田
清
輝
と
高
橋
太
華
が
出
席
し
て
い
る
こ
と
は
、
美
術
同
志
会
が
な
し
得

な
か
っ
た
白
馬
会
と
日
本
美
術
院
の
参
同
を
今
回
は
得
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
太
華
は
明
治
三
十
四
年
に
美
術
院
の
正
員
と
な
っ
た
人
で
、
イ
ン
ド
旅

行
中
の
岡
倉
覚
三
に
代
わ
っ
て
出
席
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

次
い
で
同
誌
に
は
辻
新
次
と
正
木
直
彦
の
当
日
の
談
話
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
辻
は
、
美
術
の
行
政
機
関
が
整
っ
て
い
な
い
折
り
か
ら
こ
の
帝
国
教
育
会

美
術
部
が
「
美
術
界
の
思
想
感
情
を
疏
通
し
美
術
界
各
振
の
合
同
を
圏
る
こ
と

を
得
て
其
の
輿
論
を
焚
表
し
其
の
披
張
進
歩
を
闘
る
の
一
助
た
る
を
得
ば
獨
り

美
術
界
の
た
め
に
祝
す
べ
き
の
み
な
ら
ず
我
國
人
文
の
狡
逹
に
資
す
る
娼
鮮
少

な
ら
ざ
る
べ
き
と
信
ず
」
と
美
術
部
設
置
の
趣
旨
を
述
べ
た
。
正
木
は
、
わ
が

国
は
東
洋
の
美
術
国
と
自
他
と
も
に
認
め
る
国
で
あ
り
な
が
ら
美
術
行
政
が
少

し
も
進
展
せ
ず
、
そ
の
た
め
に
美
術
家
た
ち
が
団
体
（
美
術
同
志
会
）
を
組
織
し

て
美
術
家
保
護
を
訴
え
た
が
効
果
が
弱
い
の
で
帝
国
教
育
会
の
よ
う
な
組
織
が

美
術
界
の
た
め
に
尽
力
す
る
こ
と
は
大
変
有
意
義
で
あ
る
と
述
べ
た
上
で
、
ラ

ス
キ
ン
の
教
育
上
に
お
け
る
美
術
運
動
を
引
合
い
に
出
し
、

「
彼
の
有
名
な
る

ラ
ス
キ
ン
氏
が
學
校
を
装
飾
す
る
に
美
術
品
を
以
て
せ
ん
こ
と
を
唱
ふ
る
や
時

の
政
府
は
餘
り
賛
成
せ
ざ
り
し
も
ロ
ソ
ド
ン
の
教
育
會
は
大
に
之
を
賛
成
し
名

聾
彫
刻
を
蒐
集
し
て
之
を
地
方
の
数
育
會
に
貸
典
し
或
は
専
門
の
巡
回
数
師
を

郎
、
望
月
金
鳳

振
し
て
巡
回
講
義
を
な
さ
し
む
る
等
國
民
の
風
尚
を
高
め
趣
味
を
進
む
る
た
め

〔
ボ
〕

に
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
ぜ
り
こ
の
運
動
は
先
つ
ポ
ス
ト
ソ
よ
り
合
衆
國
全
般

に
偉
は
り
佛
國
其
の
他
の
國
に
も
盛
ん
に
行
は
る
4

に
至
れ
り
」
と
、

ロ
ソ
ド

ソ
の
教
育
会
の
活
動
を
例
に
あ
げ
て
教
育
上
よ
り
す
る
美
術
奨
励
の
必
要
を
訴

え
た
。
彼
は
、

普
通
教
育
（
少
な
く
と
も
高
等
師
範
学
校
、
高
等
学
校
、
高
等
女
学

校
）
に
美
術
史
の
科
目
を
置
き
、
国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
日
本
人
が
自
国
の

文
学
や
美
術
に
つ
い
て
語
れ
る
だ
け
の
教
養
を
身
に
つ
け
る
よ
う
に
す
る
と
と

も
に
名
家
を
貴
ぶ
風
を
培
う
必
要
が
あ
る
と
も
述
べ
て
い
る
。

帝
国
教
育
会
美
術
部
で
は
同
年
三
月
十
九
日
に
左
記
の
人
々
が
常
議
員
に
選

出
さ
れ
た
。

小
山
作
之
助
、
山
田
源
一
郎
、
田
中
正
平
、
上
原
六
四
郎
、
上
真
行
、
鈴
木

長
吉
、
岡
崎
雪
声
、
蔵
原
惟
郭
、
橋
本
雅
邦
、
小
山
正
太
郎
、
福
地
復
一

、

小
堀
鞘
音
、
黒
田
清
輝
、
久
米
桂
一
郎
、
岩
村
透
、
井
手
馬
太
郎
、
荒
木
真

弓
、
今
泉
雄
作
、
大
熊
氏
広
、
長
沼
守
敬
、
藤
田
文
蔵
、
海
野
勝
瑕
、
高
村

光
雲
、
下
條
正
雄
、
関
野
貞
、
松
岡
寿
、
岡
倉
秋
水
、
川
端
玉
章
、
辻
村
延

太
郎
、
福
羽
逸
人
、
正
木
直
彦
、
久
保
田
鼎
、
渡
辺
龍
聖
、
大
塚
保
治
、
湯

本
武
比
古
、
福
井
江
亭
、

藤
井
祐
敬
、

執
行
弘
道
、

高
山
甚
太
郎
、

塩
田

真
、
関
巌
二
郎
、
杉
原
忠
吉
、
寺
山
啓
介
、
徳
富
猪
一
郎
、
大
村
西
崖
、
前

田
建
次
郎
、
上
田
敏
、
胤
精
一

、
富
尾
木
知
佳
、
岡
倉
覚
三
、
坪
内
雄
蔵
、

関
田
華
亭
、
高
橋
玉
淵
、

荒
木
十
畝
、

芝
葛
鎖
、

高
山
林
次
郎
、

森
林
太

こ
れ
ら
は
東
京
の
美
術
家
、
音
楽
家
団
体
の
代
表
者
た
ち
と
文
学
者
や
評
論

家
た
ち
で
あ
る
。
因
み
に
『
教
育
公
報
』
第
二
五
九
号
（
明
治
三
十
五
年
五
月
十

五
日
）
に
は
「
東
京
に
於
け
る
美
術
家
の
圃
体
の
重
な
る
も
の
」
と
し
て
次
の
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諸
団
体
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
か
ら
公
平
に
常
議
員
が
選
ば
れ
た
模
様

で
あ
る
。

聞
』）
で
あ
っ
た
。

（
同
年
七
月
十
二
日
『
国
民
新

日
本
美
術
協
会
、
大
日
本
窯
業
協
会
、
東
京
彫
工
会
、
日
本
絵
画
協
会
、
日

本
漆
工
会
、
日
本
金
工
協
会
、
日
本
美
術
院
、
明
治
音
楽
会
、
太
平
洋
画
会

（
明
治
美
術
会
解
散
後
三
十
五
年
一
月
創
立
）
、
丹
青
会
、
無
声
会
、
大
日
本
図
案

協
会
、
白
馬
会
、
日
本
図
案
会
、
彫
塑
会
、
芙
蓉
音
楽
会
、
大
日
本
園
芸
協

会
、
国
風
音
楽
会
、
建
築
学
会
、
青
年
漆
工
会
、
日
月
会
、
日
本
音
楽
会
、

美
術
同
志
会
、
同
声
会
、
日
本
画
会
、
攻
学
会
、
歴
史
風
俗
画
会
、
女
子
美

術
協
会
、
日
本
織
物
協
会
、
式
部
職
楽
友
会

か
く
て
帝
国
教
育
会
は
三
月
二
十
二
日
、
ま
さ
に
政
府
が
行
政
整
理
の
た
め

に
政
務
調
査
会
を
設
け
て
行
政
各
般
の
調
査
に
着
手
し
よ
う
と
し
て
い
る
折
り

か
ら
、
こ
の
機
に
文
部
省
に
美
術
局
を
設
け
て
美
術
の
保
護
奨
励
に
乗
り
出
す

べ
き
で
あ
る
と
い
う
見
解
に
立
っ
て
「
美
術
局
設
置
に
関
す
る
建
議
案
」
を
総

理
大
臣
と
文
部
大
臣
に
提
出
し
た
。
そ
の
際
、
美
術
局
職
制
を
立
案
し
た
の
は

正
木
直
彦
で
、
そ
れ
は
、

「
美
術
赦
育
、
美
術
奨
勘
、
古
美
術
保
存
の

三
課
に

別
ち
更
に
之
を
二
十
餘
科
に
分
ち
た
る
私
案
」

し
か
し
、
政
府
、
文
部
省
の
、
美
術
局
設
置
は
急
務
に
あ
ら
ず
と
い
う
姿
勢

は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
帝
国
教
育
会
は
同
年
五
月
十
一
日
、
東
京
音
楽

学
校
で
参
加
者
三
百
数
十
名
に
よ
る
「
美
術
界
大
懇
親
会
」
を
開
き
、
気
勢
を

あ
げ
た
。
当
日
は
辻
新
次
の
懇
親
会
開
催
の
目
的
に
関
す
る
演
説
、
井
上
哲
次

郎
の
美
術
、
音
楽
の
目
的
に
関
す
る
演
説
、
湯
本
武
比
古
と
蔵
原
惟
郭
に
よ
る

美
術
館
、
音
楽
堂
建
設
計
画
の
説
明
、
正
木
直
彦
の
美
術
奨
励
法
に
関
す
る
演

説
が
あ
っ
た
（
『
教
育
公
報
』
第
二
六

0
号
。
同
年
六
月
十
五
日
）
が
、
正
木
の
演
説

小
山
正
太
郎
（
同
校
講
師
）

上
原
六
四
郎
（
東
京
高
等
師
範
学
校
教
授
）

は
、
商
業
立
国
で
あ
る
と
こ
ろ
の
日
本
は
そ
の
源
泉
た
る
美
術
を
保
護
奨
励
す

る
必
要
が
あ
り
、
国
に
奨
励
機
関
を
設
け
て
古
美
術
の
保
護
、
現
在
の
美
術
の

奨
励
、
将
来
の
た
め
の
施
策
と
い
う
三
様
の
業
務
、
具
体
的
に
は
古
社
寺
保
存

法
の
拡
充
と
博
物
館
等
の
整
備
、
国
立
製
造
所
の
設
置
、
最
低
年
一
回
の
国
営

展
覧
会
の
開
催
お
よ
び
優
等
作
の
買
上
げ
、
美
術
上
の
出
版
、
学
校
設
置
（
既

存
の
東
京
美
術
学
校
、
東
京
音
楽
学
校
を
さ
す
。
）
を
す
す
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

帝
国
教
育
会
の
こ
の
よ
う
な
活
動
は
美
術
行
政
の
促
進
に
関
す
る
一
般
の
関

心
を
高
め
る
効
果
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
こ
の
活
動
は
日
露
戦
争
な
ど
の
た
め

に
下
火
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
戦
争
後
の
明
治
三
十
九
年
に
正
木
直
彦
ら
の

画
策
に
よ
り
再
び
大
き
く
盛
り
上
が
り
、
明
治
四
十
年
に
は
文
部
省
美
術
展
覧

会
の
開
設
と
い
う
か
た
ち
で
―
つ
の
具
体
的
進
展
を
み
る
の
で
あ
る
。

⑨

普
通
教
育
に
於
け
る
図
画
取
調
委
員
会

明
治
三
十
五
年
一
月
、
文
部
省
に
「
普
通
教
育
に
於
け
る
図
画
取
調
委
員

会
」
が
設
け
ら
れ
た
。
わ
が
国
の
図
画
教
育
史
上
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ

こ
の
委
員
会
の
委
員
長
に
は
正
木
直
彦
が
就
任
し
、
委
員
に
は
左
記
の
七
名
が

任
命
さ
れ
た
。

黒
田
清
輝
（
東
京
美
術
学
校
教
授
）

白
浜
徴
（
同
）

瀧
精
一
（
明
治
三
十
二
年
1
同
三
十
四
年
東
京
美
術
学
校
講
師）

帝
国
博
物
館
技
手
、
明
治
三
十
一
年
）

溝
口
禎
二
郎
て
同
三
十
四
年
東
京
美
術
学
校
嘱
託
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